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CCSBT-ESC/0809/10

漁獲平衡スキームの科学的評価

背景
1. 別紙(別紙1)は、CCSBT15で検討された過小及び過剰漁獲に関する決議案である。ある年に漁獲されなかった割当をその翌年に繰り越すことを制限する取極及び過剰漁獲に対する段階的な制裁に関する体制を、CCSBTが採択したという提案である。
2. CCSBT 14は、そのようなスキームの採択について、原則的に合意したが、過小及び過剰漁獲に関する規定の詳細に合意することは出来なかった。また、一部のメンバーは、当該決議を採択することの生物学的影響についてのCCSBT-SCの見解に興味を示した。
3. ニュージーランドは、CCSBT 14に提出した提案の原文を、当該会合におけるコメントに基づき修正した。CCSBT-SCが本提案を検討することを支援するため、提案によって見込まれるシナリオに基づき、オペレーティング・モデルを利用した将来予測を実施することを考えた。このことは、オペレーティング・モデルがCCSBT-SAG/SC会合の前に更新されていなかったので、実現しなかった。
4. 次について、本提案に関する生物学的影響に関するCCSBT-ESCの見解を求めることとする。
a)
国別割当量の最大10%までの過小漁獲の翌年への繰り越しを認めることについて。
b)
管理上の事故の結果として起こりうる過剰漁獲に罰則規定を導入することについて。
CCSBT-ESC/0809/11
オーストラリアのミナミマグロ漁獲及び努力量に関する2008年データの用意
要旨
いくつものデータベースからとりまとめられた漁獲量及び努力量の総計、船団ごとの漁獲量、引き伸ばし漁獲量、漁獲時のサイズ並びに非保持漁獲に関するデータ・セットは、オーストラリア政府を代表して地方漁業局からCCSBTに提出されている。オーストラリア漁業管理庁が収集、管理している漁獲日報、投棄魚記録及びオブザーバー報告書が、主たるデータ・ソースとなっている。また、表層漁業及びはえ縄漁業によるオーストラリアのSBT漁獲については、蓄養いけすに活け込まれる前又は加工される前(はえ縄の漁獲物について)に、契約した現場スタッフが抽出にあたっている。サンプル・データは、代表的な体長組成及び平均重量の算出に用いるための体長及び体重の測定値を含むものである。
関連するデータベース、集計表及び質問表は、元となるデータ・セットの統合、加工に、またCCSBTのデータ交換が必要とするデータ・ファイルの創出に用いられている。過去に提出されたデータに、誤りが認められた又は統計手法が改善された場合、修正されることがときにある。本文書は、データ統合手順を説明するフロー・チャートに加えて、データ収集の様式の写しを提供するものである。
CCSBT-ESC/0809/12

ステレオビデオ及びソナーによるミナミマグロ(Thunnus maccoyii)
の体長測定の精度及び正確性の評価

要旨
背景及び実験装置
本文書は、オーストラリアのミナミマグロ(SBT)蓄養漁業での試験的な洋上活け込みにおいて、ステレオビデオ・カメラの精度、正確性及び頑健性をテストするために設計された、2カ年調査計画の2年目(ステージII)の結果を提供するものである。また、日本が提供したDIDSONソナー・モジュールの試験結果も併せて提供する。
みなみまぐろ保存委員会第14回年次会合(CCSBT14)において、オーストラリアのステージIIに対して10トンの調査死亡量枠(RMA)が割当てられた。実地調査は、2008年4月初旬に実施された。
2008年3月下旬、9.6トンのRMA(n = 563 SBT)が、商業的曳航いけすからポートリンカーンに近いスペンサー湾の固定いけすに活け込まれた。これらSBTのうち474尾は、ノギスで測定され、活け込み前に2つある調査いけすのうち最初のいけすに活け込まれた。サブセット(n >30)として、ステレオビデオの映像で見ることができる、個別に色付けされたテールストロップで目印を付けられた。また、これらのテールストロップ付きのSBTは、魚体測定クレードルを用い測定された。ノギスとクレードルによる直接体長測定の差異は、0から12cmであった。
2008年4月7から9日の間、様々な環境条件下で、商業的な活け込みとかわらない16回の活け込みが、2つの調査いけす間で実施された。活け込みゲートに設置されたGigEステレオビデオ・カメラによって16回すべての活け込みが記録され、いけすの枠に設置されたDIDSONソナー・モジュールでは11回の活け込みが完全に記録された。
ステレオビデオによる体長測定の精度及び正確性

ステレオビデオの映像から、尾叉長(cm)の測定値を手動で得た。測定値は、活け込みゲートを通りぬける際に、個別のSBTを複数のコマに記録したものから求めた。(a)活け込みごとの個別SBTの複数のコマの平均長及び(b)活け込みごとの個別SBTの複数のコマの最大長についての分散分析(ANOVA)は、ほとんどの場合、ステレオビデオによる体長測定は活け込みごとに顕著な違いがないということを明らかにした。
(a)活け込みごとの個別SBTの複数のコマの平均長、及び(b)活け込みごとの個別SBTの複数のコマの最大長に関する長分布を予測するための統計モデルが開発された。複数のコマからのステレオビデオ平均長に基づくモデルの平均予測長と、ノギスによる直接体長測定の平均との差異は、3cm未満であった。16回の活け込みのうち7回については1cm未満の差異、その他7回の活け込みでは1cmであった。複数のコマからのステレオビデオ最大長に基づくモデルの平均予測長と、ノギスによる直接体長測定の平均との差異は、0-2cmであった。16回の活け込みのうち3回については1cm未満の差異、その他9回の活け込みでは2cm未満であった。

サンプリング・レジーム
ステレオビデオの映像から体長測定値を自動で獲得することができるソフトウェアが利用可能となるまで、活け込みされるSBTの一部を活け込み全体の体長組成を予測するためにサンプルとして用いる可能性もある。ステレオビデオ測定値を用い、4つのサンプリング・レジームを試行した。母集団(すなわち活け込みを通じて記録されたすべてのSBT)の10%の単純無作為標本。母集団の10%の系統的無作為標本。母集団の20%の単純無作為標本。母集団の20%の系統的無作為標本。母集団のノギスによる直接体長測定の平均値と標本の体長の平均値の差異は、サンプリング・レジームに関わらず2cm未満であった。
操業条件下での物理的頑健性
ステレオビデオは、活け込みゲートに容易に設置することができ、16回の活け込みすべてを中断することなく記録し、実験を通して測定を続け、操業条件下での頑健性を証明した。
ステレオビデオとソナーによる体長測定の比較

DIDSONソナーによる映像から手動及び自動でSBTの全長測定値(cm)を得た。全長から尾叉長を求める利用可能な変換係数はない。ソナーによる測定値の要約統計値(平均値、中央値、最小、最大長)は、直接体長測定値から大きく異なるもので、ステレオビデオによる体長測定値の精度及び正確性に達することはなかった。現時点でソナーがステレオビデオを凌駕する長所は、短時間のうちにソナーの映像から自動的に測定値を得られるということであり、ステレオビデオについて自動化するソフトウェアは利用可能となっていない。しかしながら、2つのシステムの精度及び正確性は比較にならない。
CCSBT-ESC/0809/14
CCSBT標識放流計画の機能改善に資するPITタグの利用
要旨
みなみまぐろ保存委員会の科学調査計画で実施された標識放流計画には、資源状況に関する有力な情報及びSBT資源の重要な特性を提供する可能性があった。しかしながら、外付けのダート・タグを使用したため、標識回収情報については漁業者の自主的報告を頼みにすることとなった。少ない回収数及び標識報告率の確実な推定の困難性のため、標識放流計画の全潜在能力に達していない。
このため、CCSBT-SCが、外付けダート・タグの代替としてPITタグを使用可能か検討することとなった。PITタグは、長さ約11-22mmで、魚には外科的に埋め込まれる。電源は有しないが、読取機から信号を送ることによってコードを送信するのに十分なパワーが与えられ、タグに格納された独自の識別子を‘回収’することができる。従来タグはガラスに入れられていたが、最近は医療用プラスティックのものも利用可能となっている。
この技術を利用するにあたり重視すべき事柄とそれらの問題に対処するためにCSIROがオーストラリアの蓄養業者とともに実施した実地調査について記述した。
この技術は、自主的標識回収数に関する問題を克服し、放流及び再捕に関するデータの質を向上させる可能性を有し、特に漁獲証明制度の下での個別魚マーキングと連係して実施される場合顕著なものとなる。また、PITタグの利用は、2006年及び2007年にそれぞれ105,000豪ドルの費用が計上されている標識報奨品の必要性を解消することになる。
この技術が利用可能になる前に、克服すべき2つの大きな障害がある。1) 消費者によるPITタグの意図的でなり摂取に関連する食の安全性に関する懸念。2) 適切な距離で高いタグ探知率を達成しうるタグ読取機の配備。

なお、この技術とCCSBT-ESC/0809/13で述べられている遺伝子タギングを組み合わせることも可能である。

CCSBT-ESC/0809/15

産卵場調査の可能性に関する報告

要旨
2007年、資源評価グループ(SAG)は、現行のCPUEシリーズの不確実性に対処するため、実現可能な産卵場又は索餌場の調査の作業計画を拡大科学委員会(ESC)が作成することを勧告した。本文書は、オペレーティング・モデルの調整に用いられている日本のはえ縄CPUEシリーズにともなう不確実性及び偏りをレビューし、漁業から独立した豊度指数(例　産卵場調査から得られる指数)がSBTの資源傾向に内在する不確実性をいかに減じうるかと議論し、CCSBTメンバーが過去に合意した産卵場調査の方針を修正するものである。索餌場調査は検討していない。産卵場調査の有効性は、経費及び資源傾向に関するその他可能性のある指数とつりあいがとれていなければならない。
CCSBT-ESC/0809/16
2007/08年のミナミマグロ資源の漁業指標

要旨
CCSBT科学委員会(SC)及びその前身の 3国間科学委員会が、少なくとも 1988年から委員会に提供しているミナミマグロ資源状況のアドバイスにおいて、漁業指標は重要な役割を果たしてきている。漁業指標は、近年の資源状況の変化についての全般的な見解を示すとともに、モデルに基づく評価に容易に取り込むことのできない情報が、モデルに基づく評価の結果と一貫した結果を示しているか査定することもできる。従って、漁業指標は、全般的な資源評価プロセスについての頑健性に関する重要な補強と手段を与える。2006年、日本の市場及びオーストラリアの蓄養事業のデータの差異について、2つの独立レビューの結果が提示された。レビューから、1980年代半ば以降の総漁獲量、CPUE及びサイズ組成に関連する多くの指標が信頼できない可能性が示唆された。この文書では、SCがレビューの影響を受けないと判断したものとレビューで確認された未報告漁獲の影響を受けるものをグループ分けし、2007年の文書と同じ指標を提示した。独立レビューに提起された不確実性による影響がない又はありそうもないと考えられるサブセットの漁業指標の解釈は制限した。
CCSBT-ESC/0809/17

オーストラリアにおけるミナミマグロの遊漁漁獲量の推定
要旨
オーストラリアのSBT遊漁について過去及び現在の知見とともに、各州で適用されている管理取極を提示する。遊漁によるSBTの年間漁獲量の推定に関し、時空間的カバレージ及び適合性の観点から、利用可能な漁獲量及び努力量に関するデータを論じている。遊漁に対する現行のモニタリングの妥当性及び国内の漁獲データベースへの遊漁漁獲量の統合のためのデータ収集方法の観点から、チャーター及び個人の船に対する最近又は現行のデータ収集を検討した。遊漁漁獲量に関する将来のモニタリングの選択肢をレビューし、モニタリング戦略ごとに相対的強度、弱点及び費用を検討した。南オーストラリア、西ビクトリア及びタスマニアの主要漁場を網羅するデータ収集の調整の必要性に重点がおかれたものとなっている。
CCSBT-ESC/0809/18 
2007年にバリ・ベノア沖で操業したインドネシア
はえ縄漁業のミナミマグロ漁獲量

要旨
2007年にバリ・ベノア港に水揚げされたミナミマグロ及びその他のマグロ・カジキ類のはえ縄漁獲量を報告する。2007年、ベノア港においては1916回のマグロ漁船による水揚げがあったが、2006年の1664回よりかなり多くなっている。この増加は、ベノアを母港とする船団の活動が増えたことだけではなく、従来ムアラ・バルを母港としていた漁船の水揚げが増えた結果とも考えられる。年間を通じた月ごとの平均水揚回数は、160回で、2006年は139回であった。水揚活動の2007年レベルは、2003年及び2004年をかなり下回っている。 2007年のベノア港における推定水揚量は、ミナミマグロ1077トン、メバチ5293トン、キハダ5354トン及びビンナガ1132トンとなっている。2007年のベノア港におけるマグロ、カジキ及びその他の魚種の総水揚量は、13,762トンと推計された。すべてのマグロ(YFT, BET, ALB, SBT)水揚量の8.4%をSBTが占め、2006年の5.2%から上昇した。2005年10月及び2008年5月のインドネシアにおける燃油価格の高騰は、船団の操業及び漁獲パターンに大きな影響を与え続けている。ベノア港以外のインドネシアの港におけるSBT及びその他のマグロ類の推定水揚量は、漁船漁業総局から入手することは出来なかったが、9月の拡大科学委員会に報告されることを期待する。2008年1月から5月のベノアにおけるSBTの水揚品及び製品の予備的な推定漁獲量は、455トンとなっており、2007年の同時期に比べ非常に少ないものとなっている。ベノアのマグロ・モニタリング・ステーションは、来年移転し、海洋漁業調査局の漁業調査監督センターとして整備されることになっている。
CCSBT-ESC/0809/20 
インド洋におけるインドネシアのマグロはえ縄漁業
に対する試験的オブザーバー計画の進捗状況

要旨

インドネシアは、東インド洋で操業する商業的マグロはえ縄漁船の最大船団を有している。2006年には、インドネシアの生鮮マグロ船団は1000隻が活動していると推定された。 2005年10月と2008年5月の国内燃油価格の高騰は、漁業操業に深刻な影響を与え、結果として操業パターンに変化をもたらした。主要対象種は、キハダ、メバチ及びビンナガであり、ミナミマグロは貴重な混獲物である。本漁業から入手可能なCPUEデータの欠落に対処するため、オーストラリア国際農業研究センターの財政援助を受け、海洋漁業省(インドネシア)とCSIRO(オーストラリア)の協力の下、試験的オブザーバー計画が開発された。本計画は、自国マグロ漁業に対する監視、分析及び報告に関するインドネシアの能力をより高めるための大規模な計画の一部となっており、主要目的はマグロ資源及び混獲種について漁獲傾向のより良い理解及び評価の改善を目標としている。バリ・ベノア港を基地とする漁船を対象に、2005年7月に開始され2008年12月まで行われる。6名のオブザーバーが採用され、種同定、安全管理、データ管理及び報告作成について訓練を受けた。執筆時点で、44航海、1航海当たり平均21セットを達成した。インドネシアの漁業にあわせたオブザーバー・データシート及びデータベースが、成功裏に導入され、さらなる調整が施されている。ACIARのプロジェクト・チームは、試験的計画を正式な国内漁業オブザーバー計画とする戦略の開発のため、他の指導者とともに作業している。これらの進展に加え、マグロはえ縄漁業における新しいログブック/ログシートの試験の開発及び導入のため、MMAFの内部及び業界との協議が行われている。
CCSBT-ESC/0809/21
過去の標識装着実験及び2007/2008年漁期の標識装着活動
に基づくオーストラリア表層漁業の推定報告率
要旨
オーストラリアのミナミマグロ漁業において、まき網船で漁獲された魚を曳航いけすから蓄養いけすに移す際に標識を装着するというパイロット実験を 2002/03年に行った結果、 66.4%の標識装着魚が回収された。2003/04年、2004/05年、2005/06年、2006/07年漁期及び2007/08年漁期においても、さらに標識装着を行った。この実験の主目的は、グローバルなミナミマグロ漁業の一部であるオーストラリア表層漁業の標識報告率を推定することである。ここでは、2007/08年の表層漁業の漁期における標識装着活動について報告する。さらに、2002/03年、2003/04年、2004/05、2005/06年及び2006/07年漁期に実施した標識装着実験で得たデータ解析の報告と比較結果を示す。2003/04年の活動は、36の曳航いけすのうち22のいけすの魚を対象に行われ(前年は 37いけすのうち7いけす)、49.5％の魚から標識を回収した。2004/05年は、36の曳航いけすのうち34のいけすの魚に標識を装着し(前年より増加)、38.1％の魚から標識を回収した。2005/06年は、36の曳航いけすのう32のいけすの魚に標識を装着し(前年よりやや減少)、20.4％の魚から標識を回収した。2006/07年は、33の曳航いけすのうち29のいけすに標識を装着し、33.8％の魚から標識を回収した。2007/08年は、31の曳航いけすのうち29のいけすに標識を装着した。2007/2008年の収穫作業は現在も続いているため、最終的な回収数はまだ確定していない。いずれの年においても、標識装着により魚が早期に死亡した、又は魚に悪影響を及ぼしたという報告は入ってない。
2002/03年、2003/04年、2004/05年、2005/06年及び2006/2007年漁期のデータ(標識脱落率の推定と分散も含む)の解析結果から、全いけすの加重平均報告率はそれぞれ 0.640(s.e. =0.062)、0.503(s.e. =0.053)、0.396(s.e. =0.029)、0.215 (se = 0.025) 及び0.425 (s.e. = 0.037)となった。しかし、2005/2006年漁期の推定値を検討したところ、経験に乏しい標識装着者であったため下がる方向にバイアスが生じた可能性があり、0.303という推定値がより妥当であることが示唆された。報告率の推定値は、最初の4カ年にわたる減少傾向を示したが、2006/07漁期に2004/2005漁期レベルまで増加した。今後さらに検討する必要がある最も重要な統計的推定方法に関する問題は、実験対象となったいけすの代表性(特に最初の漁期)及び標識装着魚の標識脱落における2つの標識間の独立性が潜在的に欠如していることである。後者についてはテストのための実験が推奨される。さまざまな仮定に対する標識装着推定率の感度を評価するため、代替的な報告率推定値を示した。報告率の推定値には不確実性が内在するが(このような標識放流実験には不可避)、標識装着実験の報告率推定値は、表層漁業の標識回収データを分析する合理的根拠を与えているものと思われる。
CCSBT-ESC/0809/22 

CCSBT SRP標識放流計画の標識回収データ解析の最新情報– 2008

要旨
CCSBT SRP標識放流計画の放流及び再捕データの最新の概要を、漁獲死亡率の最新の推定値の一部とともに示す。Tag attrition modelを再度使用し、異なる標識放流グループのコホート及び年齢別の漁獲死亡率を、自然死亡率、標識脱落率及び報告率の推定値に条件付けて推定した(自然死亡率、標識脱落率、報告率の推定値は別の解析結果を利用)。推定された漁獲死亡率は漁獲データ及び年齢別漁獲データとは独立したものである。 
結果は、2004年から2006年に2歳及びそれ以上で標識放流された魚の3歳及びそれ以上の時点における、非常に高い、多くは0.5を超える、漁獲死亡率の推定値を引き続き示した。このことは、表層及びはえ縄漁業に関する代替的な推定報告率並びに代替的な死亡率ベクトルを利用したシナリオにもあてはまる。直近の結果、即ち2007年推定値は、3歳魚について低い漁獲死亡率(0.26)を示したが、4歳魚については高い死亡率(2以上)を示した。1歳時に標識放流された魚に基づく‘同等’の漁獲死亡率の推定値が非常に低いという現象は、依然としてあてはまり、この理由は未だに解決していない。オーストラリア大湾(GAB)で12月に放流された3歳魚からは、放流されたのと同漁期に高い回収率が、引き続き観察された。概して、結果はGABの魚について高い漁獲死亡率を示しているが、全体的な若齢魚の個体数をどの程度代表しているかははっきりしない。
はえ縄漁業からの回収の空間分布は、タスマン海へ移動した標識放流魚の割合が1990年代よりかなり少なくなっていることから、若齢魚の空間動態の変化した可能性を引き続き支持している。
CCSBT-ESC/0809/23
グローバル空間動態アーカイバル・プロジェクトの最新情報 - 2008
要旨

CCSBT SRPの一環として、オーストラリアはアーカイバルタグを利用したグローバル空間動態プロジェクトを開始した。ミナミマグロ若齢魚( 2 - 4歳)の回遊水域全域(南アからニュージーランドまで)アーカイバルタグの装着放流を行い、ミナミマグロの移動、混合率及び異なる回遊水域における滞留期間を推定することを目的としている。現在、ニュージーランド、台湾及びオーストラリアの共同プロジェクトとして実施されている。今までのところ、他のCCSBT加盟国の協力を得て、プロジェクトを拡大するには至っていないが、今後の協力を歓迎する。本計画のこれまでの結果について、説明している。アーカイバルタグは、ニュージーランド水域、オーストラリア水域及びインド洋中部水域で放流されている。2004年に88個、2005年に104個、2006年に129個、2007年に150個、2008年は現在までに88個の標識が放流された。2004年に放流されたの 88個の標識のうち、これまでに、インド洋中部及びニュージーランドで標識放流されたものから初めて回収されたものを含め、25%が再捕されており、当初3カ年の全体的な回収率は16%となっている。これまでに返却されたアーカイバルタグの移動パターンは、東西方向への移動の程度について、1990年代に放流されたものとは異なっている。特に、南アフリカで標識放流されたもの唯一の再捕魚は、タスマン海に移動しており、またインド洋での移動はより中央及び東側の水域に制限されていた。
CCSBT-ESC/0809/24
航空目視調査による豊度指数:　分析方法及び結果に関する最新情報

要旨
2008年の科学的航空目視調査から得られたオーストラリア大湾のミナミマグロ(SBT)若齢魚の相対的豊度の推定値は、2005-2007の推定値より高かった。2008年推定値の90%信頼区間は、過去3年の信頼区間と重なった。従って、増加が統計的に有意であると結論づけることはできない。2008年推定値は、1990年代中頃の平均レベルよりかなり下回っている。
データ分析のモデルは、従前のものに無作為階層効果を盛り込むように修正されており、サンプリングの手薄な階層(例　年/月/水域の組み合わせ)をより良く扱えるようになっている。これらモデルで得られた相対的豊度指数は、従前の固定階層効果モデルで得られたものとよく似ているが、推定パラメーター(即ち、自由度の増加)の数を減じたため、高い正確性(即ち、より小さい変動係数)を得た。

較正機と調査機が観察したSBTの視認回数及び推定総資源量の比較を主目的とした大規模な較正実験を2008年に実施した(将来の調査が一人しかオブザーバーを配乗できないかも知れないという実態をふまえ)。データの初期調査は、較正機は調査機より極めて少ない回数しか視認しなかったことを示しているが、この違いを厳正に定量化する必要がある。視認当たりの平均推定資源量及び視認当たりの担当区域数は、較正機と調査機で同様であった。較正実験の十分な分析は、2009年のSAG/ESC会合に報告する。
CCSBT-ESC/0809/25

オーストラリア表層漁業における商業航空目視活動:
2007/8漁期を含めた最新情報
要旨
2007年12月から2008年3月にかけ経験豊富なマグロ・スポッターによる商業目視活動を通じ、オーストラリア大湾におけるミナミマグロ魚群の視認データが収集された。現在、目視データは7漁期(2001-02漁期から2007-08漁期)にわたり収集されている。大半の探査活動は、いずれの漁期においても 12月から3月に行われ、探査海里当たりのミナミマグロの豊度が最も高かったのは、大陸棚の縁辺や沿岸部の海塊・岩礁周辺などの「中心的な漁業水域」であった。商業目視データは、漁業から独立したミナミマグロのノミナル及び標準化豊度指数(SAPUE指数: 努力単位当たり表層豊度)を得るために使用された。
CCSBT-ESC/0809/26

オーストラリアの表層漁業における耳石の収集活動、
直接年齢査定及び年齢別体長に関する最新情報
要旨

本文書によって、2007/08漁期のオーストラリアにおけるSBT耳石の標本抽出、並びに2005/06漁期及び2006/07漁期の表層漁業における年齢推定及び年齢組成に関する最新情報を提供する。
2007/08漁期には、表層漁業で漁獲された308尾及び西オーストラリアでのアコースティック・タギングで死亡した18尾から、耳石を抽出した。過去の漁期においては、表層漁業のサンプリング手順はすべての体長級から均等に耳石を抽出するようになっておらず、また付加的な耳石も一般的に小型魚が漁獲されるCCSBT標識放流計画から抽出されたものであった。CCSBT標識放流計画が2008年には実施されなかったことから、付加的な耳石を収集する機会がなく、従って、年齢-体長関係に小型魚の級について推定年齢がない“欠損列”が含まれることになる。
過去2漁期(2005/06及び2006/07)において耳石は、42-142cm FLのサイズから198個収集された。漁獲の年齢比率は、年齢-体長関係を用い推定された。
CCSBT-ESC/0809/27

インドネシアのはえ縄漁獲物におけるSBTの
体長及び年齢の分布に関する最新情報

要旨
バリ・ベノア港沖で操業するインドネシアはえ縄漁業のミナミマグロの体長及び年齢データに関する解析結果を更新した。この漁業の2007/08年の体長組成データ及び2006/07年産卵期の年齢組成データを入手した。
年齢組成データは15産卵期分が収集され、年齢別漁獲尾数は12期分が推定された。前回のCCSBT拡大科学委員会報告書のとおり、モニタリングを開始して以降、産卵場で漁獲されたSBTのサイズ分布に注目に値する変化がみられている。解析結果は次のとおり。
· 1993/94漁期から2002/03漁期にかけ、サイズ分布の平均は188.1cmから166.8cmに落ち込み、直近5漁期は168cmから170cmの間に留まっている。
· 2007/08漁期における165cm未満のSBTの相対的な豊度は、前漁期に比べ若干落ち込んだが、過去5漁期において漁獲量の27-34%の間にある。190cm以上のSBTの相対的な豊度は、1990年代中頃から減少しているが、過去5漁期において漁獲量の1.4-3.1%の間にある。
· 年齢のバイアス・プロットは、耳石読取機の年齢推定値(~1歳)にわずかな上向バイアスを示唆したが、2006/07漁期の推定年齢は7歳から40歳に及んだ。この偏りを調査し、2006/07漁期について予備的な結果をここに示した。要すれば、年齢推定の最新情報を2009年のデータ交換において提供する。
· 年齢組成の中央値は19-21歳(1990年代中期から後期)から13-14歳(2001/02漁期から2005/06漁期)にシフトした。2006/07漁期の年齢中央値は16歳と若干増加したが、年齢推定において疑われている偏りがある程度の要因であろう。
· 同様に、漁獲における若いSBT(≤ 10歳)の比率も減少しており、年齢中央値は2006/07増加した。20歳以上のSBTの平均年齢は、長い間比較的安定しているが、過去3漁期にわたり微減している。
· インドネシアの漁獲におけるSBTの性比率は引き続きメスに偏っている。しかし、メスの優占度は、過去8漁期において1999/00漁期の72%から2007/08漁期の55.6%と徐々に減少している。観察された性比率の変化の主な原因となりうる、SBTの雌雄鑑別法の経時的変化について、究明するためのさらなる調査を予定している。
CCSBT-ESC/0809/29

近親遺伝学によるSBT豊度推定の2008年最新情報
要旨

昨年の提案の追跡調査として、近親データを利用したSBTの産卵親魚の豊度推定に関する進捗状況を説明する。より多くのサンプルが収集され、多くの遺伝子型が特定され、遺伝子情報の質を考察できるようになった。結果は、前途有望なものとなっており、CCSBT 2009年までに予備的な推定値を提供できる見込みである。
CCSBT-ESC/0809/30 
短期の管理助言の根拠として指標を利用する可能性
要旨
短期的な将来の漁獲量に関する助言の根拠としてシナリオ・モデリングを利用する代わりに、単純な決定ルールの下で指標を利用することを提案する。本提案の一つの大きな理由は、科学的プロセスを経ていない漁獲(及び関連CPUE)シナリオに依拠する作業の科学的信頼性に対する懸念である。過去の未報告漁獲に影響されないと判断された指標に基づく決定ルールの開発について、関連する方法を述べ、とるべき手法を例示した。決定ルールの指標を特定することは、漁獲に関する助言を委員会に提供するために、ここ数年来SAGとSCが用いてきた潜在的な意志決定プロセスを形式化するのとさほど違いはない。かかる決定ルールの詳細は、管理手続きワークショップ及び/又はCCSBTの科学委員会会合の脈絡のなかで、規定されるのが適当である。本文書がそのようなプロセスの一助となることを期待している。
文書の終わりに、最初のMP開発プロセスで用いられたはえ縄CPUEより漁業に依存しないデータに基づく、管理手続きの開発手法及び関連する検査枠組について述べた。より詳細な手法及び来年までに必要となる作業に関する概要を作成する意図を持って、この手法の現時点での概念的な条件を述べた。
CCBST-ESC/0709/SBT Fisheries/New Zealand

ニュージーランドのミナミマグロ漁業の年次レビュー
要旨
本報告書は、2006/07漁期におけるニュージーランドSBT漁業について記述するとともに、過去のデータ及び現在進行中の2007/08漁期について予備的なデータの一部を含んでいる。
2004/05漁期から、ニュージーランドの国別割当420トンは、商業漁業(413トン)、非商業漁業(5トン)及びその他の漁業に関係する死亡(2トン)というように配分されている。300トンに満たない商業漁獲量が2年続いたが、2006/07漁期のSBT商業水揚量は379トンであった。この増加は、CPUE及び体長組成のデータに示されるとおり、努力量及び小型魚の豊度の増加に起因する。近年開発された太平洋クロマグロ漁業の混獲としての非商業SBT漁獲は4トンと推定され、2トンがさらに採捕され放流された。オブザーバー・データから、2006/07漁期には死亡した10尾のSBTが投棄されたことが推定され、投棄魚のサイズ・データはないものの、総重量は1トンに満たないものと思われる。全体としてニュージーランドの国別割当量に対する2006/07漁期の漁獲量は、384トン(379 + 4 + 1)である。
2006/07のCPUEは、2005/06に観察されたものと類似しており、極めて低調であった3カ年(2002/03から2004/05)のCPUEから増加が見られた。ニュージーランドの漁獲量に占める小型魚の割合は、数年間見られなかった後、増加した。2007/08漁期の予備的なサイズ・データは、小型魚の豊度についてさらなる増加を示している。
漁獲量及び努力量に関するオブザーバー・カバレージ10%については、2006/07においては用船及び国内の船団ともに上回っている。4隻の用船のうち2隻が対象とされ、漁獲(尾数)及び努力量(鈎)のカバレージはそれぞれ60%と55%であった。国内漁業については、漁獲の16%及び努力量の13%のカバレージを達成した。用船に乗船したオブザーバーは、714個の耳石を収集した。
ニュージーランドは、小型及び大型のSBTを対象とした2つの電子標識放流計画に参加している。小型SBTについては、2007年に19の埋込式標識を放流し、2006年に放流したもののうち2個がオーストラリア表層漁業から回収された。2007年には15尾の大型SBT(80 kg +)にポップオフ・タグを付けて放流し、12個標識からデータの報告を受けており、3個は2008年7月中旬に浮上する予定である。特に注目すべきなのは、インドネシア産卵海域の南側における魚の動きである。現時点ではこれらの計画を継続する予定はないが、ニュージーランドは、当該標識データ及びその他の標識データの分析に関し、他のメンバーと協力することを歓迎する。
CCBST-ESC/0709/SBT Fisheries/Australia
オーストラリアのミナミマグロ漁業2006-07漁期
要旨
報告書について 
2008年の漁期報告書は、2006-07漁獲枠年(12月から11月)を含むオーストラリアのミナミマグロ(SBT)に関する漁獲量及び漁業操業についてまとめており、2007-08年漁期の予備的な結果の一部も示している。また、オーストラリアのミナミマグロ漁業及びオーストラリア漁業水域内で二国間協定に基づいて日本船が行った操業の歴史も記されている。
漁期について 
2006–07年はオーストラリア水域で14の商業漁船が5234トンのSBTを陸揚げした。漁獲量の99.9% はまき網によって漁獲され、残りははえ縄によるものであった。8隻のまき網船が2006–07漁獲枠年内に操業を終了したが、これには生餌、曳航及び給餌用の船も関与している。まき網の操業は2006年12月上旬に開始され、2007年4月上旬に終了した。
2006–07漁獲枠年の漁獲量は5234トンで、前漁期(2005–06)は5308トンとなっており、合意されたオーストラリアの国別割当5265トンを超過した。2005-06の国別割当を超過した漁獲量は2006-07漁期の保有割当から差し引かれる。2003–04漁期以降のまき網漁業の体長組成データは、より小型のものへのシフトを示している。オーストラリアの業界は、最近の漁期における2歳魚と3歳魚の混合、低い魚価、天候 がこのシフトに起因していると見ている。
オブザーバーについて
2007–08漁獲枠年、オブザーバーは、まき網の操業の11.8%、SBTの推定漁獲量の12.1%をモニターした。また、2007年、オブザーバーは、SBTが回遊する月と海区において、東部まぐろ・かじき漁業のはえ縄セットの22.1%をモニターした。オブザーバーは、南西まぐろ・かじき漁業のはえ縄セットの17.4%をモニターしたが、2隻が操業したのみであった。
事務局による翻訳
